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ふ
く
て
っ
く
平
成
二
十
六
年
度
総
会
を

八
月
一
日
に
無
事
に
終
え
ま
し
た
。 

昨
年
、
設
立
二
十
周
年
を
祝
い
、
新
た

な
気
持
ち
で
Ｎ
Ｅ
Ｗ
ふ
く
て
っ
く
を
ス
タ

ー
ト
さ
せ
た
二
十
六
年
度
も
、
み
ん
な
が

元
気
に
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
そ
の
内
容
報
告
と
次
年
度
活

動
計
画
が
各
部
か
ら
発
表
さ
れ
、
大
変
活

発
な
内
容
を
聞
く
事
が
で
き
、
と
て
も
嬉

し
く
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

少
し
各
部
の
内
容
を
抜
粋
す
る
と
「
ふ

く
て
っ
く
の
つ
ど
い
」
は
、
活
動
目
的
で

あ
る
“
も
の
づ
く
り
の
面
白
さ
を
伝
え
る
”

事
を
メ
イ
ン
に
さ
ま
ざ
ま
な
用
途
の
活
動

場
所
を
模
索
し
続
け
て
い
ま
す
。
出
来
る

だ
け
い
ろ
い
ろ
な
場
所
で
多
く
の
子
ど
も

達
が
“
つ
ど
い
”、
自
然
木
に
触
れ
創
意
工

夫
溢
れ
る
作
品
制
作
と
、
工
具
体
験
の
機

会
を
増
や
し
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
も
う

一
つ
の
“
つ
ど
い
”
と
し
て
会
員
間
の
交

流
を
促
進
す
る
取
組
も
発
信
し
て
い
き
ま

す
。 

 

次
に
安
定
し
た
活
動
を
続
け
て
い
る

「
東
大
阪
部
会
」
は
、
東
大
阪
市
で
の
住

宅
改
造
費
助
成
事
業
・
介
護
保
険
住
宅
改

修
の
適
正
検
証
活
動
も
十
年
目
を
迎
え
毎

年
度
、
市
と
の
協
議
を
重
ね
る
こ
と
で
随

分
ス
ム
ー
ズ
に
検
証
が
進
む
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
の
成
果
と
し
て
か
他
市
か
ら

の
住
宅
改
修
に
関
す
る
講
習
会
の
依
頼
も

増
え
ま
し
た
。
そ
し
て
検
証
以
外
の
取
組

と
し
て
、
東
大
阪
市
に
お
け
る
障
が
い
者

（
児
）
の
住
環
境
改
善
ま
で
踏
み
込
ん
で 

 

調
査
を
す
る
と
い
う
新
た
な
挑
戦
に
着
手

し
て
い
ま
す
。 

 

 

「
こ
む
ね
っ
と
事
業
部
会
」
は
、“
四
本

の
矢
”
を
打
ち
出
し
、
多
岐
に
わ
た
る
構

想
を
わ
か
り
や
す
く
整
理
し
、
活
動
広
報

を
進
め
ま
し
た
。
障
が
い
者
に
お
け
る
社

会
情
勢
を
踏
ま
え
、
独
自
の
視
点
で
有
用

な
活
動
に
取
組
ん
で
い
ま
す
が
、
ハ
ー

ド
・
ソ
フ
ト
両
面
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が

可
能
な
、
ふ
く
て
っ
く
の
強
み
を
活
か
す

た
め
の
協
議
を
重
ね
て
い
ま
す
。
ゆ
っ
く

り
で
す
が
着
実
に
障
が
い
者
に
と
っ
て
の

住
生
活
向
上
に
む
か
っ
て
進
ん
で
い
ま
す
。 

 

 

と
、
ま
だ
ま
だ
成
長
し
続
け
る
三
部
会

「
ふ
く
て
っ
く
の
つ
ど
い
」
、
「
東
大
阪
部

会
」、「
こ
む
ね
っ
と
事
業
部
会
」
で
す
が
、

各
部
メ
イ
ン
活
動
に
関
連
し
た
多
様
な
試

み
も
始
め
て
い
ま
す
。 

 

「
ふ
く
て
っ
く
」
の
元
気
バ
ロ
メ
ー
タ

ー
は
各
部
が
活
発
に
活
動
し
、
会
員
が
活

動
に
参
加
、
も
し
く
は
意
見
が
言
え
る
部

の
あ
り
方
で
あ
り
、
少
し
ず
つ
で
す
が
良

い
状
態
に
近
づ
い
て
き
た
様
に
思
い
ま
す
。

そ
れ
は
会
全
体
の
方
向
性
、
各
部
の
ベ
ク

ト
ル
が
は
っ
き
り
見
え
て
き
た
こ
と
で
、

会
員
も
い
ろ
い
ろ
と
関
わ
り
や
す
く
な
っ

た
こ
と
が
要
因
で
は
無
い
か
と
感
じ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
対
外
的
に
も
各
部
の
活

動
そ
れ
ぞ
れ
が
ふ
く
て
っ
く
の
「
顔
（
看

板
）」
と
な
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
積

極
的
な
活
動
を
進
め
て
広
報
支
援
に
も
力

を
注
ぎ
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

そ
の
大
切
な
活
動
も
“
継
続
”
す
る
事
が

重
要
な
こ
と
で
あ
り
、
二
十
六
年
度
に
蒔

い
た
種（
新
企
画
）
に
み
ん
な
で
水（
協
力
）

を
や
り
、
肥
料
（
知
恵
）
を
加
え
、
元
気

に
芽
（
活
動
）
が
出
て
実
（
継
続
）
と
な
る

ま
で
ふ
く
て
っ
く
は
地
道
に
頑
張
り
ま
す
。 

 

最
後
に
な
り
ま
す
が
二
十
七
年
度
は
役

員
改
選
の
年
で
し
た
が
、
現
役
員
に
新
た

に
二
名
の
理
事
を
迎
え
、
新
体
制
で
二
十

七
年
度
を
有
意
義
な
一
年
に
す
る
決
意
で

す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。 

理
事
長 

小
川 

忠
雄 
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十
月
学
習
会 

「
障
が
い
者
の
人
権
侵
害
」 

～
そ
の
歴
史
と 

今
日
的
課
題
～ 

講
師 

弁
護
士 

浅
野
省
三 

 

障
が
い
者
の
定
義
は
国
に
よ

り
異
な
り
、
概
し
て
発
展
途
上

国
で
は
概
念
が
狭
く
、
先
進
国

ほ
ど
広
い
。
我
が
国
で
は
欧
米

諸
国
に
比
し
て
ま
だ
ま
だ
概
念

は
狭
く
、
障
害
者
基
本
法
（
第

二
条
）
に
障
が
い
者
の
定
義
が

あ
る
。
こ
れ
は
障
害
者
権
利
条

約
の
直
訳
で
、
文
章
と
し
て
こ

な
れ
て
お
ら
ず
分
か
り
に
く
い
。 

と
も
あ
れ
、
障
が
い
者
は
社
会

環
境
の
悪
化
等
や
、
皮
肉
に
も

医
学
の
進
歩
に
よ
り
、
確
実
に

増
加
し
て
い
る
。 

右
記
、
障
が
い
者
の
定
義
は
、

高
齢
者
に
も
当
て
は
ま
る
が
、

高
齢
者
の
課
題
は
一
定
年
齢
に

達
し
て
か
ら
亡
く
な
る
ま
で
の

時
間
限
定
で
あ
り
、
ま
た
そ
の

内
容
も
一
定
範
囲
に
納
ま
る
が
、

障
が
い
者
の
課
題
は
生
ま
れ
て

か
ら
亡
く
な
る
ま
で
の
、
人
生

の
あ
ら
ゆ
る
課
題
を
包
含
し
て

い
る
。 

 

障
が
い
者
の
人
権
に
関
す
る

法
律
と
し
て
は
、
最
上
位
に
憲

法
と
平
成
二
十
六
年
一
月
二
十

日
に
批
准
さ
れ
た
障
害
者
権
利

条
約
が
位
置
し
、
そ
の
も
と
に

国
内
法
（
法
律
・
政
令
・
規
則
・ 

条
例
）
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。 

ご
承
知
の
よ
う
に
二
〇
一
一
年

障
害
者
基
本
法
二
〇
一
三
年
障

が
い
者
自
立
支
援
法
を
改
組
し

て
障
害
者
総
合
福
祉
法
、
そ
し
て

二
〇
一
三
年
に
障
害
者
差
別
解

消
法
が
制
定
さ
れ
た
。 

し
か
し
な
が
ら
、
障
害
者
差
別
解

消
法
は
、
当
初
に
予
定
し
て
い
た

「
禁
止
法
」
が
「
解
消
法
」
に
ト

ー
ン
ダ
ウ
ン
し
て
し
ま
い
、 

一
．
合
理
的
配
慮
義
務
を
本
人
に

よ
る
意
思
表
明
が
あ
っ
た
場
合

に
限
定
し
、 

二
．
民
間
事
業
者
の
合
理
的
配
慮

義
務
を
努
力
義
務
に
留
め
て
い

る
な
ど
、
事
実
上
の
ザ
ル
法
と
も

い
え
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
効
果

に
は
限
界
が
あ
る
の
で
、
根
本
的

な
改
正
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
の
Ａ
Ｄ
Ａ
法
や
、
カ
ル

フ
ォ
ル
ニ
ア
洲
の
Ｐ
Ａ
Ｉ
の
よ

う
な
取
組
と
は
ほ
ど
遠
い
。
ま
た

本
格
的
な
権
利
保
護
と
代
弁
の

組
織
は
、
残
念
な
が
ら
わ
が
国
に

は
存
在
し
な
い
。 

 

障
が
い
者
の
人
権
の
歴
史
は
、

一
．
長
い
「
差
別
と
迫
害
」
の
時

代
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
は
障
が
い

者
は
そ
の
労
働
生
産
性
の
欠
落

ゆ
え
に
人
間
と
し
て
扱
わ
れ
ず
、

棄
民
あ
る
い
は
公
然
た
る
存
在

の
末
梢
が
行
わ
れ
て
い
た
。 

二
．
や
が
て
近
代
資
本
主
義
に
入

る
と
、
個
の
確
立
か
ら
従
前
の
古

い
共
同
体
が
排
除
・
解
体
さ
れ
、

そ
れ
ま
で
は
そ
れ
な
り
に
保
護

さ
れ
て
い
た
障
が
い
者
が
バ
ラ

バ
ラ
と
な
っ
て
し
ま
い
、
浮
浪
に

陥
る
。
そ
の
結
果
、
障
が
い
者
は

近
代
的
貧
民
問
題
か
ら
発
生
し

た
社
会
的
処
遇
問
題
と
な
っ
て

い
き
、
議
会
制
度
や
公
教
育
、
近

代
医
療
制
度
が
確
立
さ
れ
て
ゆ

く
中
で
、
逆
に
こ
れ
ら
制
度
か
ら

排
除
さ
れ
て
い
っ
た
。 

三
．
戦
前
の
日
本
で
は
、
い
わ
ゆ

る
欠
格
条
項
に
よ
っ
て
公
民
権

は
剥
奪
さ
れ
、
公
教
育
か
ら
も
排

除
さ
れ
て
、
感
化
院
へ
の
収
容
が

進
ん
だ
。
こ
の
時
代
、
教
育
と
は

労
働
生
産
性
の
育
成
で
あ
り
、
医

療
と
は
す
な
わ
ち
労
働
力
の
再

生
産
で
あ
っ
た
。 

四
．
戦
後
に
な
っ
て
、
よ
う
や
く

ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
理

念
が
伝
え
ら
れ
た
が
、
そ
れ
は
ま

だ
ま
だ
定
着
し
て
い
な
い
。 

近
年
、
措
置
か
ら
契
約
制
の
導
入

へ
の
転
換
（
権
利
主
体
性
の
確
立
）

や
障
害
者
総
合
福
祉
法
、
権
利
条

項
の
批
准
、
差
別
解
消
法
の
制
定

等
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
問
題
点

が
多
数
存
在
す
る
。 

 

こ
れ
ま
で
の
文
書
に
示
し
た

「
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」

「
合
理
的
配
慮
」
「
差
別
的
取
り

扱
い
」
に
説
明
を
加
え
た
い
・ 

 

ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
は
、

第
２
次
世
界
大
戦
後
に
北
欧
を

中
心
に
全
世
界
に
発
展
し
た
考

え
方
で
「
障
が
い
者
も
居
住
、
仕

事
、
余
暇
等
に
お
い
て
、
一
般
市

民
と
同
じ
水
準
を
確
保
す
べ
き
」

と
い
う
基
本
理
念
で
あ
り
、
今
日

の
福
祉
基
本
概
念
を
な
す
も
の

で
あ
る
。 

 

合
理
的
配
慮
は
、
障
が
い
者
権

利
条
約
の
第
二
条
に
明
記
さ
れ
、

「
障
が
い
者
が
他
の
者
と
の
平

等
を
基
礎
と
し
て
、
す
べ
て
の
人

権
及
び
基
本
的
自
由
を
享
有
し
、

又
は
行
使
す
る
こ
と
を
確
保
す

る
た
め
に
必
要
か
つ
適
当
な
変

更
及
び
調
整
」
を
い
う
。
（
こ
れ

も
英
文
直
訳
）
た
だ
し
、
「
特
別

の
場
合
に
必
要
と
さ
れ
る
も
の

で
あ
り
、
か
つ
、
均
衡
を
失
っ
た

又
は
過
度
な
負
担
を
課
さ
な
い

も
の
」
と
さ
れ
て
い
る
。 

 

差
別
的
取
り
扱
い
は
、
障
が
い

者
に
と
っ
て
不
利
益
な
取
り
扱

い
、
ま
た
は
上
記
合
理
的
配
慮
の

不
提
供
が
当
た
る
。 

 

ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の

実
践
は
、
入
所
施
設
よ
り
地
域

（
社
会
内
）
に
お
け
る
自
立
生
活

へ
の
移
行
を
目
指
す
施
策
と
し

て
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
や
ガ
イ
ド

ヘ
ル
パ
ー
、
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
、
ジ

ョ
ブ
サ
ポ
ー
タ
ー
等
の
人
的
支

援
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
推
進
と
い

っ
た
環
境
の
整
備
、
そ
し
て
教
育

面
に
お
け
る
統
合
教
育
等
々
の

諸
施
策
に
顕
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、

在
宅
で
の
拘
束
さ
れ
た
生
活
か

ら
の
解
放
で
も
あ
る
。
従
前
施
策

の
主
流
で
あ
っ
た
入
所
施
設
で

は
、
他
人
に
管
理
さ
れ
た
空
間
の

中
で
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

こ
と
が
見
直
さ
れ
た
と
こ
ろ
で

あ
る
が
、
一
方
で
、
入
所
施
設
は

そ
の
建
設
や
運
営
に
財
政
的
負

担
が
大
き
く
、
国
の
方
針
は
ノ
ー

マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
建
前
と

し
つ
つ
、
財
政
事
情
が
背
景
に
あ

る
。 

 

典
型
的
な
障
が
い
者
の
権
利

侵
害
で
は
、
一
．
財
産
権
の
侵
害 

二
．
性
的
虐
待 

三
．
刑
事
事
件

に
お
け
る
権
利
侵
害
、
が
あ
る
。 

「
一
．
財
産
権
の
侵
害
」
に
は
、

親
が
子
に
遺
し
た
資
産
の
侵
害

と
い
う
古
典
的
な
も
の
か
ら
、
昨

今
で
は
近
親
者
が
障
が
い
者
名

義
の
カ
ー
ド
を
作
成
し
て
、
本
人

の
財
産
（
障
が
い
年
金
を
含
む
）

を
侵
害
す
る
ケ
ー
ス
が
目
立
っ

て
い
る
。
ま
た
、
障
が
い
者
就
労

に
お
け
る
劣
悪
な
労
働
環
境
な

ど
も
こ
の
範
疇
に
あ
た
る
。 

「
二
．
性
的
虐
待
」
は
男
女
を
問

わ
な
い
ケ
ー
ス
が
増
え
つ
つ
あ

り
、
施
設
内
に
お
け
る
ケ
ー
ス
は

密
室
性
が
高
く
、
そ
の
全
容
は
見

え
に
く
い
。
性
的
虐
待
は
Ｐ
Ｔ
Ｓ

Ｄ
（
後
遺
症
）
を
残
す
こ
と
が
多

く
、
妊
娠
と
い
う
事
態
と
な
れ
ば
、

解
決
課
題
が
多
岐
に
亘
る
こ
と

に
な
る
。 

「
三
．
刑
事
事
件
に
お
け
る
権
利

侵
害
」
に
つ
い
て
は
、
ノ
ー
マ
ラ 

イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
理
念
に
伴
い
、

一
般
社
会
で
生
活
す
る
障
が
い

者
が
増
加
す
る
に
伴
っ
て
、
障
が

い
者
に
よ
る
犯
罪
の
増
加
は
必

然
と
な
る
。
刑
事
手
続
き
に
お
い

て
は
、
普
通
で
も
人
権
は
侵
害
さ

れ
や
す
い
の
で
あ
る
が
、
障
が
い

者
の
場
合
は
よ
り
深
刻
と
な
る
。

収
容
施
設
で
の
経
過
期
間
が
さ

ら
に
社
会
適
応
性
を
奪
う
こ
と

に
も
つ
な
が
る
。
そ
し
て
致
命
的

な
こ
と
に
刑
期
終
了
後
の
ケ
ア

が
不
十
分
な
た
め
に
再
犯
率
が

高
く
な
っ
て
い
る
。
障
が
い
者
に

よ
る
犯
罪
が
多
発
す
る
結
果
、
こ

こ
で
も
国
の
財
政
問
題
が
あ
っ

て
、
社
会
福
祉
士
が
関
与
し
て
障

が
い
者
の
社
会
生
活
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
仕
組
を
国
は
期
待
し
て

い
る
。 

  

         

【
Ａ
Ｄ
Ａ
法
】 

「
障
害
を
も
つ
ア
メ
リ
カ
人
法
」 

一
九
九
〇
年
制
定 

「
雇
用
」 

従
業
員
一
五
人
以
上

の
事
業
体
は
採
用
・
解
雇
・
報

酬
・
昇
進
・
そ
の
他
の
雇
用
条
件

に
関
し
て
障
害
者
を
差
別
し
て

は
な
ら
な
い 

「
交
通
・
運
輸
」 

バ
ス
・
鉄
道

な
ど
事
業
体
が
運
行
す
る
車
両

は
車
い
す
使
用
者
を
含
む
障
害

者
が
容
易
に
利
用
で
き
な
け
れ

ば
な
ら
な
い 

「
公
共
施
設
」 

不
特
定
多
数
の

人
が
利
用
す
る
施
設
経
営
者
は

そ
の
設
備
・
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て

障
害
者
を
差
別
し
て
は
な
ら
な

い 

な
ど 

 

【
Ｐ
Ｉ
Ａ
】 

権
利
保
護
・
擁
護
機
関 

一
九
七
八
年
連
邦
法
に
基
づ
き

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
障
が
い

者
の
権
利
擁
護
支
援
を
開
始 

身
体
障
害
、
発
達
障
害
、
精
神
障

害
を
含
む
障
害
を
も
つ
人
た
ち

に
法
的
援
助
な
ど
を
行
う
民
間

の
非
営
利
機
関
。 

 

【
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
】 

す
べ
て
の
人
が
ノ
ー
マ
ル
な
生

活
が
送
れ
る
社
会
に
し
て
い
こ

と
う
と
す
る
考
え
方 

ふ
く
て
っ
く
学
習
会 
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こ む ね っ と 部 会    

 

― 障がい者施設「連Ⅱ」改修工事 ― 
 

 昨年の５月頃のこと、社会福祉法人「草の根共生会」が東大

阪市内で運営している障がい者施設「連Ⅱ」の改修工事につい

ての相談がこむねっとにありました。部会の業務として私、山

本が担当者として初めて「連Ⅱ」に打ち合わせのため伺ったの

が平成２６年６月末のことです。 

 「連Ⅱ」は障がいのある人たちのための生活介護の施設で、

毎日１０数名の利用者の方がオリジナルキャンドルの制作な

どの作業のために通われています。建物は鉄骨造二階建てで、

主に事務スペースにあてていた２階部分を改修して、ショート

ステイをオープンしたい、という相談内容でした。 

 ショートステイを始めるにあたり、車いす利用者のために

「階段昇降機」を設置することが必要であり、「階段昇降機」

を設置するには昇降機として確認申請を行い、完了検査を受け

る必要があります。ところが、そのためには平成１１年に建設

された建物本体が建築確認申請を行っており、完了検査を受け

て検査済証が発行されていることが条件になります。役所で確

認したところ、建築確認申請書は提出されていましたが、完了

検査は受けていないことが判明しました。「階段昇降機」を設

置するためには、建物の安全性を確認する必要があり、さらに

確認申請書の副本が存在していないので、建設当時の建築基準

法に抵触していないかも含め、確認できるような書類を提出す

るように、東大阪市建築審査課から指導を受けました。つまり

は、確認申請を改めて一から作成し、提出するのと同等の作業

が必要ということです。 

まずは、構造計算書の作成から始めることになりました。 

構造計算をするに当たり、現状の建物の構造図が無いので、現

地で状況を確認する必要があります。調査会社に依頼し、建物

の基礎のコンクリートや仕上げ材の一部を破って、構造材の断

面や取り付け状況の確認を行いました。そのうえで行った構造

計算書も含め「１２条報告」という形でまとめて役所に提出。 

何とか無事に通過した後に実施設計に取り掛かり、ようやく工 

 

 

 

 

 

― 4本の矢（コムネミクス）― 

 

こむねっと事業部会は今春、４本の矢を発表した。 

最も高い反響を得た①SCP 研究、ようやく社会的認知を得る

兆しの見えてきた②福祉サービス第三者評価、部会活動として

最も歴史のある③建物定期検査・中長期コンサル業務、そして

ものづくり文化を基本とする、ある意味最もふくてっくらしい

とも言える④地域環境整備事業だ。発表後の一年を、それぞれ

ふり返って今後を展望してみよう。 

SCP 研究では、ゆめ風基金の八幡氏が先導する「障害福祉

BCP 研究会」に参加してきた。同研究会では、昨年の初動に

引き続き、本年は対象を絞って具体の BCP 策定を企図したの

だが、残念ながらその域には達しなかった。また、当会が模索

する“事業継続の対策”という観点が薄く、専ら災害時対応に

終始している。ただ、その中から障がい福祉事業における課題

の多くが見えてきたので、これを契機に当会なりの SCP 研究

につなげてゆきたい。 

福祉サービス第三者評価については、まだ実施には至ってい

ない、国の新ガイドラインの研究や、障がい者権利擁護、社会

福祉法人改革動向など、最先端の評価着眼点を追求してきた。

いよいよ開花時期が迫っている感があるが、評価態勢の強化が

急務となっている。 

建物定期検査報告とその延長にある中長期コンサル業務に 

 

 
ついては、定期検査業務受注の積極的な営業活動は怠ってい 

るなかで、新規のクライアントは獲得していないが、本来目標

である中長期コンサルにつながる事案がいくつか持ち上がり

つつあることが楽しみだ。 

最後に地域環境整備事業は、障がい者の地域生活を支援する

環境づくりがテーマであり、これこそが、ものづくりを本分と

するわれらの究極課題である。この一年にも、いくつかの試行

を、あるものは部会事業として、あるいは中北個人の取組とし

て進めてきた。GHのあり方についての提言も、多数の意見を

集約して発信した。そのようななかでこれに呼応するかのよう

に複数の協力要請を受けている。そろそろ明確な法人体制を確

立して化けるべき時期が迫っているのか。 

 

※注釈：BCPと SCP 

BCPとは Business Continuity Planの略。事業活動の広域連

携が進む中で、災害等の異変時において、被災の有無を問わず

事業の継続が危ぶまれる事態の多発を鑑み、中小企業庁が取組

を推奨している。 

当会が起案している SCPは、BCP概念を福祉・医療事業にも

適用しようとするもので、災害以外の様々な異変にも留意して

おり、Service Continuity Planningの略称としている。 

中北 清 

 

事に取り掛かれたのが７月半ば。役所の検査済証が下りたのが

１０月１３日で、ようやくすべて終わりました。 

最初の打合せから完成まで、１年３ヶ月あまりという長い時

間のうちで、実際の工事に費やした時間は１ヶ月半くらいで

す。工事自体は小規模でしたが、改修工事の大変さは規模とは

関係ないことを、今回は痛感いたしました。時間も労力もかか

りましたが、その分十分な経験をさせていただいたと思ってお

ります。 

「蓮Ⅱ」のショートステイ部門は工事終了後すぐに「ショー

トステイ楓」として開所されました。利用者の皆さんに気持ち

良く、そして長く利用されることを願っています。 

  山本 尚子 

基礎断面を確認中 

 

鉄骨断面、取付け状況を確認中 

 

工事後の２階居室（洋室）        階段昇降機 

車いすの利用に配慮して物入の下を空けている 
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東大阪部会 新 た な 取 組 み 

ものですが、制度の発足以来、既に長年月を経過し近年の社会

課題に必ずしも適合しているとは言えなくなっています。 

すなわち現行制度の適用範囲から漏れる困窮課題が多々存在

し、これを改めて、新たな制度化を再構築することが急がれま

す。しかしながら制度改革は、市の担当部局が自主的に企図し

推進して行くことは難しく、市民あるいは適切な外部組織から

の発信が不可欠です。そして、こうした主張を提言してゆくた

めには、まず現状を客観的に把握して、潜在する困窮課題を明

らかにする必要があります。客観性と第三者性が肝要なので

す。 

そこで、第三者の立場から、現状の障がい者の住まい環境に

ついて、調査研究を企画しました。調査結果が、如何に制度改

革を導き得るかは未知数ですが、長期のスパンで取り組んでゆ

きたいと考えています。障がい者自立支援を展開している複数

の事業所に協力いただいて、共同生活援助事業所の現状調査、

ヒアリン調査、アンケート調査等を実施し、現状把握のための

資料を収集します。 

そこで、まず 10事業所を対象に、プレ調査を実施し、その

結果を踏まえて、調査方法を精査したうえで本調査を実施する

というステップを踏みます。得られた資料から、普遍的な真実

を抽出して、課題展望を報告書としてまとめ、制度改革の要点

を導いて、調査に協力いただいた事業所と協働して、社会に発

信するとともに行政諸官庁に働きかけます。 

プレ調査は 2名 1組、5チームが 8月 31日～9月 9日の間

で 10か所のグループホームを対象に実施し、年明けには本調

査に臨む予定です。 

 

 

 毎年 8月に東大阪市では、「住宅改修をめざして」をテーマに介護保険住宅改修研修会「スムーズな手続き、適切な計画＆工

事・・・」2回、介護支援専門員対象研修会「住宅改修の理解、適切な計画」1回実施され、その研修会の講師を小川会員・大

塚会員（講師デビューです）・清水会員が務めました。また、今年は 8月 9月に新たな取組みを実施しました。 

「寝屋川市介護保険住宅改修施工登録事業所研修会」 

7 月 28 日、寝屋川市保健福祉部高齢介護室の係長と担当者

の訪問を受けました。要件は、寝屋川市介護保険住宅改修施工

登録事業所研修会講師の依頼です。東大阪市や尼崎市での活動

実績を知って、寝屋川市の介護保険住宅改修適正化に向けての

協力要請でした。 

当会は実態を把握した上で課題を明確にし、必要な研修内容

をつくるスタンスである事を説明し、申請書類実態調査を 8月

26日に 7名が参加し実施しました。 

 

「障がい者の在宅・共同生活援助ホームの生活環境改善調査」スタート 

障がい者の自立および施設からの地域移行を促進し、地域福

祉の実現を推進するために、障がい者の住まいの環境改善や共

同生活援助ホームの整備拡充は大きな課題です。 

東大阪市には、私たちが検証活動をおこなっている「高齢

者・重度身体障害者住宅改造費助成制度」（以下、改造費助成

制度）があります。これは次に掲げる世帯を対象として、必要

な住居改善費用を一定限度額の範囲で助成するものです。対象

となる世帯は、ア）高齢者（満 65才以上）の単身世帯 イ）

どちらか一方が高齢者の夫婦世帯 ウ）65才以上の人からな

る 2人世帯（親族関係に限る） エ）65才以上の人と身体障

害者福祉法に規定する障がい者（児）からなる世帯 オ）身体

障害者福祉法施行規則に規定する身体障害者1級または2級に

該当する人がいる世帯（ア～エは、65歳以上の人で対象とな

るのは要支援または要介護認定者に限る。）このように、一般

の住居であれば、介護保険による住宅改修のほかに、改造費助

成制度等の適用もありますが、共同生活援助事業所に適用され

ることはなく、これに替わる補助の制度化がなされていませ

ん。また、住居であっても、対象となるのは、身体障がいに限

定されており、知的障がいや精神障がいのほか、内部障がいや

難病など多様な現代社会のニーズに対応する制度になってい

ません。 

私どもの視点では、ハード面の適切な改善によって、障がい

者の地域生活をより安全・快適にすることができるものと考え

ます。改造費助成制度は、自力では十分に住環境の改善を為し

えない市民に対して、一定制限の下で、公的な援助を施すこと

によって、地域社会の福祉を向上することを念頭においている 

研修会風景（東大阪市） 

 

その結果を踏まえ市と協議したうえ、「介護保険住宅改修に

求められるもの」をテーマに９月 16 日(水)寝屋川市立保健福

祉センターで午前・午後の 2回、研修会が実施され、講師を小

川会員・川北会員・山本会員・清水会員が務めました。研修会

の周知の方法により参加者は少なかったのですが、市担当者や

参加者には有用な研修会だったとの感想をいただきました。こ

れからも寝屋川市支援事業と位置づけて、継続的な取組をおこ

なっていきます。 

 

研修会風景（寝屋川市） 

左：講師 小川会員   

右：講師デビューの大塚会員 
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病
院
木
工
活
動
に 

参
加
し
て 

  

七
月
八
日
（
水
）
大
阪
市
立

総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
、
院
内
学

級
で
の
木
工
教
室
に
参
加
し
ま

し
た
。 

当
日
は
、
小
児
病
棟
す
み
れ

七
階
分
教
室
で
の
木
工
教
室
で

し
た
。 

日
頃
、
入
院
中
の
子
ど
も
た

ち
は
、
こ
の
教
室
で
朝
か
ら
授

業
を
受
け
て
い
る
よ
う
で
ホ
ワ

イ
ト
ボ
ー
ド
に
一
日
の
時
間
割

が
書
か
れ
て
お
り
、
入
院
中
で

も
授
業
を
受
け
、
友
達
と
の
コ

ニ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
る

よ
う
な
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か

が
わ
れ
ま
し
た
。 

木
工
教
室
に
参
加
し
て
く
れ

た
子
ど
も
た
ち
は
、
小
・
中
学

生
合
わ
せ
て
約
二
十
名
で
、
小

学
生
、
中
学
生
に
分
か
れ
、
ふ

く
て
っ
く
も
二
組
に
分
か
れ
て

活
動
を
行
い
ま
し
た
。 

私
は
、
小
学
生
教
室
の
方
に

参
加
し
、
子
ど
も
た
ち
の
木
工

作
業
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
ま
し
た
。 

私
が
サ
ポ
ー
ト
し
た
子
ど
も

は
二
名
で
多
分
、
小
学
校
一
、

二
年
生
く
ら
い
で
一
人
は
点
滴

を
し
な
が
ら
の
作
業
で
し
た
。 

作
業
が
始
ま
る
と
子
ど
も
た 

ち
の
想
像
力
と
い
う
の
は
、
や
は

り
大
人
の
思
う
こ
と
と
は
違
い
、

サ
ン
プ
ル
で
準
備
し
て
い
た
作

品
を
横
目
に
マ
イ
ペ
ー
ス
、
マ
イ

イ
メ
ー
ジ
で
材
料
を
組
み
合
わ

せ
、
積
み
重
ね
、
悩
み
な
が
ら
作

っ
て
い
き
、
素
敵
な
作
品
が
出
来

て
い
き
ま
し
た
。 

物
を
つ
く
っ
て
い
く
と
き
、
私

た
ち
は
つ
い
つ
い
完
成
形
を
先

に
頭
に
描
き
、
そ
れ
に
向
か
っ
て

物
を
作
っ
て
い
く
も
の
な
の
で

す
が
、
私
の
サ
ポ
ー
ト
し
た
子
ど

も
た
ち
は
、
あ
る
程
度
は
作
り
た

い
も
の
が
あ
る
の
で
す
が
、
例
え

ば
そ
れ
は
、
恐
竜
だ
っ
た
り
妖
怪

ウ
ォ
ッ
チ
で
あ
っ
た
り
で
。 

で
も
、
作
っ
て
い
き
な
が
ら
積

み
重
ね
、
組
立
て
て
み
て
偶
然
の

中
で
形
が
出
来
て
い
き
、
そ
れ
が

最
終
的
に
は
形
に
な
る
。
時
間
が

限
ら
れ
て
い
た
の
で
、
そ
の
時
点

で
出
来
た
も
の
が
そ
の
日
の
完

成
形
に
な
っ
た
の
で
す
が
、
多
分

時
間
が
あ
れ
ば
、
ま
だ
ま
だ
違
う

物
に
進
化
し
て
い
っ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
？ 

子
ど
も
た
ち
は
作
品
に
満
足

感
と
い
う
よ
り
、
ま
だ
ま
だ
作
っ

て
い
き
た
と
い
う
感
じ
で
し
た
。 

最
近
の
教
材
は
決
め
ら
れ
た

物
を
与
え
ら
れ
、
み
ん
な
あ
ま
り

変
わ
ら
ぬ
完
成
作
品
と
な
っ
て

い
く
中
、
こ
の
木
工
教
室
は
、
子

ど
も
た
ち
の
自
由
な
発
想
を
引

出
し
、
ワ
ク
ワ
ク
す
る
体
験
に
な

る
と
思
い
ま
し
た
。 

今
後
共
、
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
な
が
ら
私
自
身
も
学
ば
せ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。 

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
ご
準

備
い
た
だ
い
た
皆
様
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

寺
岡
春
恵 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

       

中
学
生
教
室
の
雰
囲
気
は
、
始

め
は
少
し
考
え
て
手
が
な
か
な

か
動
か
な
い
子
ど
も
達
も
い
ま

し
た
が
、
決
ま
れ
ば
さ
す
が
中
学

生
！
ど
ん
ど
ん
木
片
を
ボ
ン
ド

で
貼
り
付
け
て
い
ま
し
た
。
（
こ

れ
が
な
か
な
か
乾
か
ず
、
固
ま
る

ま
で
手
が
離
せ
ず
困
っ
て
い
る

子
も
い
ま
し
た
。
）
小
学
生
・
中

学
生
に
は
同
じ
形
の
同
数
の
木

片
を
提
供
し
て
い
た
の
で
す
が
、

ま
っ
た
く
傾
向
の
違
う
作
品
が

で
き
て
い
ま
し
た
。
子
ど
も
達
の

発
想
の
面
白
い
と
こ
ろ
で
す
。 

ま
た
事
前
に
準
備
す
る
サ
ン

プ
ル
も
あ
ま
り
参
考
に
な
ら
ず

独
創
的
な
作
品
が
多
く
で
き
、
私

た
ち
も
大
変
参
考
に
な
り
ま
し

た
。 

 

最
後
に
子
ど
も
達
か
ら
「
時
間

は
か
か
っ
た
が
、
や
り
き
っ
た
所

が
心
に
残
り
ま
し
た
。
楽
し
か
っ

た
で
す
」
と
う
れ
し
い
声
を
い
た

だ
き
、
や
は
り
“
も
の
づ
く
り
”

は
最
高
！
と
感
じ
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
川
忠
雄 

                                   

つ
ど
い 

茶運（ちゃくみ）人形 

歩 行 

 

回る 

 

か
ら
く
り
の
基
本 

一
、
回
転
（
回
る
） 

二
、
ス
ラ
イ
ド 

真
直
ぐ
ま
た
は 

円
弧
に
動
く 

三
、
ク
ラ
ン
ク 

回
転
を 

ス
ラ
イ
ド
へ
、 

ス
ラ
イ
ド
を 

回
転
に
変
え
る 

 

四
、
カ
ム 動

き
の
方
向
を 

変
え
る 

「
か
ら
く
り
を
知
ろ
う
！
」 

 

九
月
十
六
日
（
水
）
十
時
三
十

分
か
ら
約
一
時
間
、
大
阪
市
立
総

合
医
療
セ
ン
タ
ー
院
内
学
級
の

授
業
と
し
て
「
色
々
な
事
を
知
っ

て
も
ら
う
、
体
験
し
て
も
ら
う
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
「
か
ら
く
り
を

知
ろ
う
！
」
を
取
り
組
み
ま
し

た
。 

講
師
の
苅
田
会
員
は
子
ど
も
達

に
わ
か
り
や
す
く
理
解
し
て
も

ら
う
た
め
に
、
試
行
錯
誤
し
て
パ

ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
ス
ラ
イ
ド
を

作
成
さ
れ
ま
し
た
。 

「
少
し
で
も
子
ど
も
達
の
世
界

が
広
が
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば

い
い
な
」
と
の
思
い
を
胸
に
、
か

ら
く
り
の
話
を
さ
れ
ま
し
た
。
参

加
し
た
子
ど
も
達
の
年
齢
に
幅

も
あ
り
反
応
は
様
々
で
し
た
。 

時
間
は
あ
っ
と
言
う
間
に
過
ぎ
、

苅
田
会
員
自
身
も
久
ぶ
り
に
緊

張
し
た
そ
う
で
す 

  

ストップ機構 

回転とクランクの組合せ  
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 共

生
・
共
走 

 

あ
ら
た
な
活
動
で 

 

 

五
月
三
十
一
日
（
日
）
鶴
見

緑
地
に
て
、
障
が
い
者
団
体
が

主
催
す
る
「
六
時
間
共
生
・
共

走
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
」（
子
ど
も

体
験
コ
ー
ナ
ー
）
に
初
め
て
参

加
し
ま
し
た
が
、
大
変
盛
り
上

が
る
結
果
と
な
り
、
凄
く
楽
し

い
時
間
を
過
ご
せ
ま
し
た
。 

本
大
会
は
今
年
で
二
十
二
回

目
を
迎
え
る
歴
史
あ
る
大
会
で
、

こ
れ
ま
で
も
“
障
が
い
者
（
児
）

と
共
に
“
を
テ
ー
マ
に
、
障
が

い
者
（
児
）
と
共
に
六
時
間
リ

レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
を
し
な
が
ら
、

趣
旨
賛
同
す
る
各
団
体
が
い
ろ

い
ろ
な
体
験
ブ
ー
ス
を
出
店
し

盛
り
上
が
る
！
と
い
う
も
の
で

す
。
そ
こ
に
ふ
く
て
っ
く
は
“
木

工
体
験
（
パ
ー
ツ
自
由
工
作
）
”

と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。 

初
参
加
と
い
う
こ
と
も
あ
り

い
ろ
い
ろ
と
わ
か
ら
な
い
事
が

多
い
中
、
材
料
準
備
の
時
か
ら

「
何
が
子
ど
も
達
に
喜
ば
れ
る

か
？
」「
ど
ん
な
サ
ン
プ
ル
を
用

意
す
れ
ば
良
い
か
？
」
と
数
回

の
打
合
せ
を
重
ね
挑
み
ま
し
た
。 

パ
ー
ツ
自
由
工
作
と
は
、
多

種
の
細
か
な
パ
ー
ツ
を
準
備
し
、

組
み
合
せ
て
作
品
を
完
成
さ
せ

る
と
い
う
簡
単
な
も
の
で
、
障 

が
い
者
（
児
）
に
も
“
も
の
づ
く

り
”
を
体
験
し
て
も
ら
い
た
い
と

の
考
え
で
試
み
た
の
で
す
が
、
思

い
と
は
少
し
様
相
が
違
い
… 

ブ
ー
ス
前
を
通
り
過
ぎ
る

方
々
が
サ
ン
プ
ル
を
見
て
「
い
い

ね
！
か
わ
い
い
ね
ぇ
」
と
立
ち
止

ま
る
の
は
大
人
の
方
が
多
く
、
子

ど
も
達
の
数
は
ま
ば
ら
で
…
し

か
し
、
時
間
が
経
つ
に
つ
れ
サ
ン

プ
ル
を
横
目
に
興
味
を
持
っ
た

子
ど
も
達
が
ど
ん
ど
ん
集
ま
り
、

そ
こ
に
は
大
人
（
女
性
）
も
混
ざ

り
、
用
意
し
た
作
業
場
所
は
い
っ

ぱ
い
に
な
り
、
障
が
い
児
が
見
に

来
て
も
作
業
で
き
ず
参
加
出
来

な
い
…
と
い
っ
た
場
面
も
あ
り

ま
し
た
。
そ
ん
な
中
で
も
参
加
し

て
く
れ
た
障
が
い
児
は
、
ゆ
っ
く

り
で
し
た
が
自
作
品
に
色
付
け

を
し
て
喜
ん
で
い
ま
し
た
。 

ま
た
サ
ン
プ
ル
を
み
て
自
分

で
花
博
公
園
内
で
材
料
を
調
達

し
て
作
品
を
完
成
さ
せ
る
方
も

い
ま
し
た
。 

                

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
豊
富
に
い

ろ
い
ろ
な
作
品
が
出
来
る
よ
う
、 

自
然
木
の
他
に
フ
ェ
ル
ト
や
活

目
（
動
く
目
）
、
紐
や
毛
糸
等
、

引
っ
掛
け
金
具
か
ら
吊
り
金
具

ま
で
用
意
し
た
の
で
す
が
、
そ
れ

が
仇
と
な
り
？
大
変
手
の
込
ん

だ
作
品
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
子

ど
も
も
お
り
、 

ふ
く
て
っ
く 

会
員
が
長
時 

間
付
き
っ
切 

り
で
サ
ポ
ー 

ト
す
る
場
面 

も
見
ら
れ
、 

想
定
や
準
備 

し
て
い
る
も 

の
が
あ
ま
り 

役
に
立
た
な 

い
こ
と
と
な 

り
、
こ
れ
も 

ま
た
自
由
木 

工
の
面
白
い 

と
こ
ろ
で
す
。 

ち
ょ
っ
と
反
省
す
る
事
と
し

て
は
、
も
う
少
し
大
会
が
行
わ
れ

た
鶴
見
花
博
公
園
内
を
走
り
（
リ

レ
ー
）
な
が
ら
、
自
然
木
工
体
験

を
ア
ピ
ー
ル
す
れ
ば
良
か
っ
た

な
と
感
じ
て
い
ま
す
。
是
非
次
回

は
仮
装
？
リ
レ
ー
を
し
な
が
ら

自
然
木
工
体
験
を
ア
ピ
ー
ル
し
、

も
っ
と
多
く
の
障
が
い
児
と
ふ

れ
あ
い
た
い
と
思
い
ま
す
。 

今
回
の
初
参
加
を
き
っ
か
け

に
本
大
会
を
継
続
し
た
も
の
づ

く
り
活
動
と
位
置
づ
け
、
こ
れ
か

ら
も
試
行
錯
誤
を
重
ね
な
が
ら

自
然
木
工
作
の
あ
ら
ゆ
る
手
法

を
使
っ
て
楽
し
く
「
遊
ぶ
」
こ
と

に
挑
戦
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。 

 
 
 
 

小
川 

忠
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子
ど
も
た
ち
に
笑
顔
を  

 

十
一
月
四
日
（
水
）
羽
曳
野
市

立
白
鳥
幼
稚
園
に
て
親
子
木
工

活
動
を
行
い
ま
し
た
。 

当
日
は
良
い
天
気
に
恵
ま
れ
、

三
十
四
名
の
園
児
た
ち
と
楽
し

く
“
も
の
づ
く
り
“
が
体
験
出
来

ま
し
た
。 

活
発
に
い
ろ
い
ろ
な
取
組
を

し
て
い
る
幼
稚
園
か
ら
の
相
談

で
実
現
し
た
木
工
活
動
で
し
た

が
、
そ
の
取
組
意
識
は
非
常
に
高

く
、
こ
ち
ら
も
出
来
る
だ
け
期
待

に
応
え
ら
れ
る
よ
う
随
分
と
事

前
協
議
と
内
部
調
整
を
重
ね
取

り
組
ん
だ
活
動
で
し
た
。 

幼
稚
園
か
ら
の
要
望
は
の
こ

ぎ
り
や
か
な
づ
ち
を
体
験
さ
せ

て
み
た
い
、
自
然
木
を
使
っ
て
木

工
ボ
ン
ド
で
自
由
な
発
想
で
工

作
さ
せ
て
あ
げ
た
い
と
い
う
も

の
で
し
た
。
当
日
は
園
庭
に
、
の

こ
ぎ
り
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
く
ぎ
う

ち
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
パ
ー
ツ
工
作

コ
ー
ナ
ー
、
絵
付
け
色
塗
り
コ
ー

ナ
ー
と
大
き
く
作
業
ス
ペ
ー
ス

を
４
つ
に
分
け
、
効
率
よ
く
園
児

た
ち
に
回
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

初
試
み
し
て
み
ま
し
た
。 

短
い
時
間
で
し
た
が
、
想
定
以

上
の
発
想
力
と
行
動
力
の
中
、
大

変
す
ば
ら
し
い
作
品
が
多
く
完

成
し
ま
し
た
。 

の
こ
ぎ
り
体
験
で
は
、
恐
々
な

が
ら
切
り
進
め
て
き
、
切
り
終
え

た
時
の
「
よ
っ
し
ゃ
～
！
」
の
や

り
遂
げ
た
感
は
笑
顔
に
現
れ
て

い
ま
し
た
。 

釘
打
ち
も
子
ど
も
た
ち
に
と

っ
て
は
初
め
て
の
体
験
で
、
両
手

で
力
任
せ
に
打
つ
子
や
、
や
さ
し

く
コ
ツ
コ
ツ
打
つ
子
と
い
ろ
い

ろ
な
子
ど
も
が
お
り
、
こ
れ
も
良

い
体
験
と
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

そ
の
他
、
木
片
を
使
っ
た
自
由

木
工
で
は
親
御
さ
ん
も
一
緒
に

な
り
、
笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
作
品
作

り
が
始
ま
り
ま
し
た
。
園
児
た
ち

は
戸
惑
い
も
あ
り
迷
っ
て
い
る

と
、
お
母
さ
ん
か
ら
「
何
に
す

る
？
こ
ん
な
ん
出
来
る
よ
！
」
と

サ
ン
プ
ル
片
手
に
親
子
の
ふ
れ

あ
い
も
見
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。 こ

う
い
う
自
由
創
作
木
工
を

す
る
と
毎
回
の
事
で
す
が
、
子
ど

も
達
の
作
品
に
は
驚
か
さ
れ
る

事
が
多
い
の
で
す
が
、
今
回
も
準

備
し
た
材
料
を
思
い
も
よ
ら
な

い
組
合
せ
で
作
品
完
成
さ
せ
て

い
ま
し
た
。 

「
こ
れ
何
？
」（
表
札
で
し
た
）

っ
て
も
の
か
ら
、
玄
関
に
飾
る
置

物
（
ふ
く
ろ
う
等
）
ま
で
、
こ
れ

か
ら
長
く
使
っ
て
頂
け
る
？
様

な
実
用
的
な
も
の
も
あ
り
ま
し

た
。
園
児
た
ち
に
は
動
く
も
の
が

人
気
で
車
輪
が
回
り
動
く
車
や
、

枝
分
か
れ
し
た
材
料
に
ゴ
ム
を

か
け
“
パ
チ
ン
コ
！
”
を
作
る
あ

た
り
は
「
さ
す
が
！
す
ご
い
発

想
！
」
と
嬉
し
く
な
り
ま
し
た
。 

そ
ん
な
多
く
の
作
品
は
ふ
く

て
っ
く
の
今
後
の
サ
ン
プ
ル
に

し
た
い
よ
う
な
…
参
考
に
し
ま

す
！ 今

回
は
ふ
く
て
っ
く
会
員
十

三
名
で
の
ぞ
み
、
各
コ
ー
ナ
ー
に

別
れ
取
り
組
み
ま
し
た
が
あ
っ

と
い
う
間
に
時
間
が
経
ち
、
こ
の

活
動
が
初
参
加
の
方
も
い
ま
し

た
が
、
ふ
く
て
っ
く
会
員
に
と
っ

て
も
良
い
体
験
と
な
り
ま
し
た
。 

園
児
た
ち
に
は
こ
の
体
験
を

き
っ
か
け
に
少
し
で
も
“
も
の
づ

く
り
”
に
興
味
を
も
っ
て
い
た
だ

き
、
こ
の
中
か
ら1

人
で
も
将
来

も
の
づ
く
り
に
関
わ
る
子
が
出

れ
ば
良
い
な
と
感
じ
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
白
鳥
幼
稚
園
か
ら
連

絡
が
あ
り
、
子
ど
も
達
の
反
響
が

凄
い
事
と
親
御
さ
ん
の
感
謝
の

言
葉
を
聞
く
事
が
出
来
、
大
変
嬉

し
く
思
う
こ
と
と
、
こ
れ
か
ら
も

お
付
き
合
い
願
え
れ
ば
と
願
っ

て
い
ま
す
。 

小
川 

忠
雄 
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「 なんばおにごっこ パート 2 」 
に参加して 

清水 麗子 

９月２６日（土）大阪難波道頓堀周辺の商店街振興組合の協

力をえて『なんばおにごっこ パート２』が開催され、当会の

中北さん、稲住さんと参加しました。『おにごっこ』は障がい

のある人、老若男女まぜこぜで、まちを楽しむインクルージョ

ン体験型企画です。当会と縁の深い NPO法人ちゅうぶ、障大連、

アクセス関西ネットワークが協力して実施しています。 

１０時になんばグランド花月向かいのジュンク堂前に集合。 

今年のミッションは、「なんばの歴史とバリアフリーを体感せ

よ！」バック・トゥ・ザ・フューチャー２の舞台をなんばの街

に変えて、デロリアンではなく、くいだおれタイムマシーンの

ペロリアンを装着して、ドグ博士！？と 

一緒になんばの街の５つの時代エリアを 

タイムトラベルしながら、その時代にま 

つわるクイズ・ミッションをチームでク 

リアしていく企画です。ミッションクリ 

ア時には DESSE（でっせ/レアな通貨） 

をゲット！難しいミッションほど高額な 

DESSEを獲得します。但し、DESSEを狙って、たくさんのオニ

がなんばの街中から追いかけてきますので、出会った時はジャ

ンケンで勝って DESSEを守ります。 

１５時より「とんぼりリバーウォーク」で船上ロックフェス

ティバルが開催され、一番多くの DESSEを集めたチームが優勝

です。残念ながら我チームは、昼過ぎまでの参加でしたので船

上ロックを楽しむことはできませんでしたが、参加者が街にと

けこんで楽しめた１日でした。  

 

 

 

 

 

「
あ
る
日
の
お
客
様
と
の
会
話 

十
一
」 

 
 

 

秋
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客
：
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
始
ま
る
ね
？ 

私
：
平
成
二
十
八
年
一
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
ね
。  

客
：
ど
ん
な
も
の
な
の
？ 

私
：
社
会
保
障
、
税
、
災
害
対
策
の
三
分
野
の
手
続
き
で
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
を
使
用
し
ま
す
。
住
民
票
を
有
す
る
す
べ

て
の
人
に
対
し
て
付
与
さ
れ
る
十
二
桁
の
番
号
で
す
。 

客
：
赤
ち
ゃ
ん
に
も
？ 

私
：
そ
う
で
す
。
外
国
籍
の
人
で
も
住
民
票
が
あ
る
人
は
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
が
付
与
さ
れ
ま
す
。 

客
：
海
外
で
は
な
り
す
ま
し
の
被
害
も
あ
る
よ
ね
？ 

私
：
そ
う
で
す
。
こ
う
し
た
海
外
の
失
敗
例
を
参
考
に
安
全

対
策
を
取
っ
て
い
く
よ
う
で
す
。 

客
：
で
も
も
う
既
に
漏
え
い
事
故
も
出
て
る
よ
ね
。 

私
：
は
い
。
住
民
票
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
記
載
し
た
も
の
を

渡
し
て
し
ま
っ
た
り
、
通
知
カ
ー
ド
の
誤
配
達
な
ど
も

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
詐
欺
も
お
こ
っ
て

い
ま
す
。 

客
：
な
ん
か
不
安
だ
な
ぁ
。 

私
：
社
長
の
会
社
が
従
業
員
さ
ん
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
取

得
し
た
場
合
、
そ
の
後
は
安
全
管
理
措
置
を
取
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
も
し
、
漏
え
い
し
た
ら
最
高
四
年
以
下

の
懲
役
も
し
く
は
二
百
万
円
以
下
の
罰
則
ま
た
は
併

料
の
罰
則
規
定
が
あ
り
ま
す
。 

客
：
大
変
だ
。
逆
に
従
業
員
か
ら
取
得
し
な
い
場
合
の
罰
則

規
定
は
あ
る
の
？ 

私
：
あ
り
ま
せ
ん
。
行
政
機
関
に
協
力
す
る
努
力
が
規
定
さ

れ
て
い
る
だ
け
で
、
会
社
に
は
義
務
も
権
利
も
あ
り
ま

せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
従
業
員
さ
ん
に
も
届
出
る
義
務
も
権

利
も
あ
り
ま
せ
ん
。 

客
：
そ
う
な
ん
だ
。
そ
の
逆
の
報
道
等
が
さ
れ
て
い
る
よ
ね
。

義
務
と
言
っ
て
い
る
よ
ね
。 

私
：
そ
う
な
ん
で
す
。
し
っ
か
り
勉
強
し
ま
し
ょ
う
。 

参
考
図
書
「
い
ち
ば
ん
わ
か
り
や
す
い
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
」 

 

㈱
野
村
総
合
研
究
所 

梅
屋
真
一
郎 

著 

 

 
「 昆虫と植物と私 」 

佐藤 祐子 

 テレビでファーブルについての紹介があり奥本大三郎氏

（虫の詩人の館・館長）による解説もあった。私がこの本に

出会ったのはフランスの作家によるファーブル自伝からであ

った。それは奥本氏による全 10巻。 

特に注釈の昆虫の図が素晴らしい本で、 

信州で枯れ葉のごとき蛾や蟻地獄や蜂 

に出会った小糸が興味を持ったのかも 

しれなかった。 

ファーブルは南フランスで生きてい 

る昆虫の生態を、その営みを崩すこと 

なく工夫して実験し記録した。農家で 

は昆虫の被害も生態を知る事によって 

防ぐことが出来たという。昆虫は人間と違って左右対称で、

生きていく上に必要な理にかなった素晴らしい体形を持ち、

その美しさにファーブルも魅せられ 55歳から「昆虫記」の執

筆を始め、92歳で亡くなる迄研究をし続けた。ある日、蜂を

殺虫剤で殺したら仲間が何匹も家の周りをぶんぶん飛び交

い、簡単に殺してはいけないと強く思った。もし人間が自分

の身一つで昆虫に向き合うのならともかく、実際は人間の為

に多くの生物が絶滅となっている。彼らのサイクルを崩して

いく結果、再起不可能な環境となっている。日本では、植物

の研究を続けた牧野富太郎博士も数十万点の植物採集とその

あり様を丹念に記録されている。生涯貧しい中で学問をし続

けた二人の自然に対する姿勢に深い感動を覚え、是非一人で

もこの本に出会ってほしいと願っている。            

「ドグ博士!?と…」 

「なんばの歴史とバリアフリーを体感せよ！」 「牧野富太郎生誕 150年」切手  2012年発行 

左よりコオロギラン・ガマズミ・ジョウロウホトトギス 

http://www.microsoft.com/global/ja-jp/business/industry/gov/publishingimages/community/clip/02/ss_11.jpg


（8）               NPO 法人ふくてっく               2015 年 12 月 

平
成
二
十
七
年 

 

八
月
九
日 

「
な
な
と
こ
庵
五
周
年
記
念
」
地
域

の
方
も
参
加
さ
れ
盛
況
で
し
た
。 



八
月
二
十
八
日 

「
青
葉
園
夏
祭
り
」
に
参
加
。 



九
月
二
十
六
日 

「
な
ん
ば
お
に
ご
っ
こ
」
に
参
加
。 



十
月
二
十
八
日  

「
社
会
福
祉
法
人
制
度
改
革
セ
ミ

ナ
ー
」（
灘
尾
ホ
ー
ル
）
に
参
加
。 



十
一
月
二
十
二
日  

左
記
の
前
夜
祭
で
「
ゆ
め
風
基
金

Ｂ
Ｃ
Ｐ
研
究
の
発
表
」
に
参
加
。 



十
一
月
二
十
三
日 

「
東
北⇌

関
西
ボ
ジ
テ
ィ
ブ
生
活
文 

化
際
」
に
参
加
。  

 

NPO 法人ふくてっくとは・・・・ 

 

ふくてっくには、建築・医療・福祉分野の有資格その他、多岐に亘る専門職が参加しており、 

お互いの専門領域における見識と誇りを大切にしつつ、相互の研鑽しあう機会を育んでいます。 

キーワードは「生活者の視点、当たり前の感覚です。」 

是非あなたも仲間に入って、自らの人生を耕しませんか。一度、定例会（原則：毎月第 1 土曜日、

13:30～ ）にご参加ください。定例会では、会員の活動報告や講師を招いての学習会等を行って

います。正会員以外の方が定例会に参加される場合は、参加費 500 円です。 

＊会費：入会金/無料 

    ：年会費/正会員 10,000 円、学生会員 3,000 円、通信会員 500 円 

 ＊連絡先：TEL 06-6614-6800  

ホームページ   http://fukutech.sakura.ne.jp/ 

メールアドレス  mail@fukutech.sakura.ne.jp 

 

…
事
務
局
よ
り
…
… 

 

★ 

理
事
会
・
総
会 

開
催
状
況 

  
 

・
平
成
二
十
七
年
八
月
一
日 

 
 
 
 

理
事
会 

・
平
成
二
十
七
年
八
月
一
日 

 
 
 
 

総
会 

 

役
員
改
選
他 

  

★ 

会
員
の
情
報 

 
 

・
九
月
五
日 

清
水
会
員
が
大
阪 

市
民
後
見
人
活
動
の
功
績
に
よ
り 

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

・
九
月
二
十
日 

島
村
会
員
が
奈
良 

の
高
校
生
達
と
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ノ
ー 

ト
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト 

に
出
演
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

・
十
月
四
日 

和
泉
会
員
が
琉
球
民 

謡
伝
統
協
会
関
西
公
演
に
出
演
さ 

れ
ま
し
た
。 

・
十
一
月
十
日
～
十
五
日 

中
北
会 

員
の
水
彩
画
が
北
酔
展
に
出
展
さ 

れ
ま
し
た
。 



十
一
月
二
十
三
日 

「
い
け
じ
ま
ふ
れ
あ
い
祭
り
」 

子
ど
も
木
工
教
室
で
参
加
。  

 



十
一
月
二
十
九
日 

大
阪
城
公
園
で
開
催
さ
れ
た 

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
マ
ラ
ソ
ン 

「
サ
ン
タ
ラ
ン
」
に 

ふ
く
て
っ
く
ジ
ョ
ガ
ー
ズ
の

有
志
が
参
加
。 

  
 

■ H２７年７月以降 学習会 

 

7月 「今からでも遅くない相続税対策」 

講師：秋岡 安 会員 税理士 

    

8月 総会（学習会なし） 

 

9月 ＤＶＤ鑑賞「健康体操」 

   講師：阪田 凱彦会員 歯科医師 

                 

10月「障がい者の人権侵害」 

    ～その歴史と今日的課題～ 

   講師：淺野 省三氏  弁護士 

 

11月 「シニア 100人調査 

～暮らし向きのリアル～」 

   講師：上田 牧人会員 

 

12月 住まい情報センター 

「大阪くらしの今昔館」見学 

 

 

 

 

 

■ H２７年度 定例会・学習会予定 

1月 9日 13：00～17：00 

会 場：大阪市立社会福祉センター 

親睦会（学習会なし） 

会員の今年の抱負発表会 

 

2月 6日 13：00～17：00 

会場：弁天町オーク 200生涯学習センター 

「地域資源(空き建物等)の福祉活用可能性と 

課題 ～意義深いが容易いことではない～」  

    講師：中北 清 

ことば・コトバ 
 

◆ 

外

部

連

携 

◆ 

【 コグニサイズ 】 

コグニサイズとは、国立長寿医療研究センターが開発した

運動と認知課題（計算、しりとりなど）を組み合わせた、認

知症予防を目的とした取り組みの総称を表した造語です。 

運動は全身を使った軽く息がはずむ程度で、認知課題はた

まに運動の方法や認知課題自体を間違えてしまう程度の難

易度の高い内容です。 

和泉秀子 


